
「
関
情
賦
」

の

材

源

に

つ
し、

て

棲

回

芳

樹

園、
-
f
J
A

ア

L
1
3
J
L
q
J

マー、、ノ手
3
9
二戸

一
努
…
オ
/
が
ふ
や
誠

J
F
4
0

十IIJ
tこ、向
山
切
の

1

間
情
賦
い
の
佼
他
的
側
一
仰
に
つ
い
て
は
、
十
日
来
多
数
の
後
一
一
諮
問
、
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
本
論
文
で
は
こ
う
し
た
一
評
語
に
関
り
あ
う

の
川
胎
と
な
っ
た
先
行
作
品
群
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
た
い
。
「
関
情
斌
」
の
序
文
に
一
一
一
一
口
う
。

川
明
集
に
み
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
賦

の
つ
定
情
賦
い
、
茶
む
の
ぺ
約
締
賦
い
以
下
代
々
の
綴
文
の
土
の
諸
作
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

た
叶
突
代
綴
作
い
の
一
誌
に
紛
れ
て
、

m
m
-

初
、
張
衡
作

J
ん
倍
以
い
、
架
自
作
「
静
情
斌
」
、
検
逸
僻
部
宗
漁
泊
、
始
期
蕩
以
思
慮
、
部
終
結
間
関
正
。
勝
以
抑
流
宕
之
邪
心
、
諒
有
助
於

、
突
代
綴
作
、
設
問
鱗
類
、
成
其
僻
義
。
余
関
間
一
多
限
、
復
染
翰
魚
之
、
難
文
妙
不
足
、
康
不
謬
作
者
之
一
意
乎
。

不
遇
賦
」
が
司
馬
選
、
驚
一
仲
鋒
の
作
品
に
鰯
議
さ
れ
て
誕
生
し
た
如
く
、
こ
の
賦
も
ま
た
、
張
衡

潟
明
'H身
の
諮
る
所
で
あ
る
。
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ま

の
注
に
次
の
言
及
が
あ
る
。
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、
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J
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h
w
L
i
ド
仁
川
土
什
i
L
H
f

-
伯
階
鱗
之
危
定
都
之
針
。
貌
別
陳
琳
、

伝
璃
作
一
「
止
欲
賦
い
、

主
祭
作
「
閑
邪
斌
」
、
藤
場
作

、
氷
懐
紙
い
、
此
靖
鈴
所
弱
体
一
八
世
畿
作
、
弦
間
閥
解
類
、
成
其
評
議
也
。

こ
こ
に
い
う
伝
衡
・
茶
色
の
作
品
、
突
佐
織
作
の
諸
作
は
、
淵
問
問
自
ら
材
源
と
し
て
諮
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
第
一
次

的
材
似
と
み
な
し
う
る
心
例
示
が
も
、
宋
十
本
・
…
時
間
川
相
如
に
つ
い
て
は
賦
情
の
源
流
と
し
て
大
ま
か
な
方
向
を
指
~
摘
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

そ
れ
ら
は
第
二
次
的
材
源
の
研
究
に
蹴
る
心
何
一
五
者
の
あ
げ
る
作
品
は
紋
損
を
務
初
心
さ
れ
る
形
の
も
の
を
含
み
つ
つ
、
護
寸
〈
類
菜
、
巻
十
八
、

こ
の
他
の
資
料
と
し
て
古
川
幸
次
郎
氏
は
宋
の
蕊
勝
仲
一
、
…
i

丹
揚
集
い
の
言
及
を
紹
介
さ
れ
て
い

huILZJr
，eド
叶
J
、壮
'
1
1
J

子
、
ミ

ル
ド
心
付

μ十
一
台
灯
円
い
日
比
似
し

人
部
一
一
、
美
対
人
の
一
部
に
皆
検
栄
さ
れ
る
ο
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皆
有
助
於
掛
諌
、
抑
制
文
之
士
突
代
織
作
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予
観
張
衡
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情
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日
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Y
L
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ザ
ト
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河
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ゴ
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乍
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i
i

旦
命
際
琳
、

徐
幹
、

1
H
4
¥

立三
j
7
、J
3
~
、

2
ノ、
d
i
ト主
μ

か
ね
り

ー
(
後
如
院
機
之
閑
使
、

使
判
川
明
此
賦
巣
可
無
作
、
明
/
蕊
徒
・
一
長
門
・
-
一
例
女
等
拭
、
統
何
矯
著
之
於
選
都
心

持
小
包
の
勺
純
情
拭
い
を
1

検
泌
一
賦
し
と
す
る
の
は
、
察
文
類
緊
所
引
の
も
の
も
ま
た

汁

集
各
八

、
際
空
リ
h
1
h
H

ρ旧
門
司

i

主
J
ι

以
下
、
く
f
J
じ
い
'

↓
タ
ノ
む
か
」

μ
i
Uこ

そ
れ
，if 
ひ

検。ど
i忽@己
認仰と

l古li
議2
1(1へ
心

淵
坊
の
序
文
の

六
明
文
い

か
ら
き
た
靴
停
で
あ
ろ
う
。
お
勝
仲
の
指
織
す
る
も
の
で
何
孟
春
の
指
摘

得
な
い
資
料
で
あ
る
が
、
そ
の
断
片
の
い
く
ば
く
か

い
も
の
は
、
古
川
幸
次
郎
氏
の
い
う
如
く
、
今
日
で
は
見
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き
る
と
思
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
そ
の
地
こ
れ
ら
の
賦
と
向
系
の

も
の
と
し
て
、
中
島
千
秋
氏
が
抗
籍
「
品
川
忠
賦
」
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
(
「
賦
の
成
立
と
そ
の
展
開
」

p
m〉
私
が

し
て
は
、
多
少
賦
題
に
制
捜
化
は
あ
る
が
、
劉
禎
っ
清
慮
賦
」
、
繁
欽
「
科
愁
賦
」
が
あ
る
。

に
検
索
し
え
た
も
の
と

一
一、

で
の
先
行
諸
斌
の
あ
り
方

間
以
衡
・
架
岳
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
今
日
ご
く
限
ら
れ
た
断
片
を
簿
え
る
の
み
で
あ
る
。
同
じ
く
鎮
少
の
断
片
を
俸
え
る
王
祭
・
曹
植
、
比

較
的
多
く
の
句
数
を
残
す
坑
弱
、
陳
琳
・
舷
湯
の
諮
作
と
一
括
し
て
比
較
検
討
す
る
の
が
便
利
で
あ
る
。
こ
の
比
絞
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
諸

作
が
ほ
ぼ
同
一
の

っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
の

つ
つ
敷
街
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

犬
何
妖
女
之
淑
一
問
、
光
来
艶
市
秀
容
。

断
蛍
時
雨
口
市
美
、

冠
朋
匹
南
無
控
。

:;:;13之
む
せ

苅
切
話
U



犬
何
妹
妖
之
媛
女
、
顔
焼
防
仲
部
合
策
。

娘
千
載
而
特
生
。

l
i
i奈
醤
「
静
情
賦
い

犬
何
美
女
之
矧
妖
、
紅
顔
時
間
流
光
。

ト
ヰ
特
出
部
無
匹
、
早
才
好
其
草
(
蛍
。

i
l曹
植
「
静
思
賦
」

夫
仰
英
媛
之
一
践
女
、
貌
治
美
市
艶
逸
。

賀
川
一
保
帝
い
批
判
丸
、
包
程
佐
官
秀
容
O

i
-
-
j
l
;
7
j
J
ζ
i
I
J
i
:
;
 

[
|
主
祭
「
閑
邪
賦
」

犬
何
淑
友
之
佳
…
館
、
顔
灼
焔
日
流
光
。

路
千
代
加
無
匹
、
超
十
日
今
市
特
掌
。

i
l玩
現
「
止
欲
賦
」

第
一
部
の
み
を
く
ら
べ
て
ゆ
く
と
張
衡
・
曹
槌
・
王
祭
・
阪
璃
が
互
に
緊
密
に
符
合
し
、
陳
琳
・
藤
一
現
場
の
そ
れ
に
は
よ
り
多
く
の
綿
密
化
が
み

ら
れ
る
。
い
ま
張
衡
よ
り
玩
弱
ま
で
の
作
を
み
る
な
ら
ば
、
第
一
勾
は
落
筆
忽
ち
「
夫
何
」
の
勾
を
も
っ
て
美
人
を
現
出
せ
し
め
、
遠
い
と
い
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れ
る
に
到
し
て
、

つ
て
は
向
じ
文
字
を
使
わ
な
か
っ
た
と
い
う
ば
か
り
で
あ
る
。
第
二
勾
は
張
衡
の
そ
れ
が
「
光
華
艶
而
秀
容
」
と
金
態
的
容
貌
に
つ
い
て
い
わ

は
か
ん
ば
せ
に
つ
い
て
い
う
の
が
少
し
ば
か
り
の
嬰
化
で
あ
り
、
曹
槌
以
下
は
皆
茶
話
に
習
う
。
(
顔
緯
陣
、
紅
顔
棒
、

貌
出
美
、
一
政
焔
灼
)
要
す
る
に
第
一
句
は
感
嘆
に
よ
っ
て
美
人
を
呼
び
起
す
勾
、
第
二
句
は
そ
の
容
貌
を
形
容
す
る
勾
で
あ
る
。
第
一
ニ
・
四
匂

は
そ
の
美
人
が
如
何
に
類
な
き
も
の
で
あ
る
か
を
述
べ
よ
う
と
す
る
。
張
衡
の
そ
れ
は
、
「
賞
持
を
断
じ
て
美
を
嬰
し
、
朋
匹
に
短
と
し
て
饗

に
普
く
し
て
ヘ
{
千
載
を
瞬
く
し
て
い
の
一
誌
を
も
っ
て
、
空
間
的
に
も
、
時
間
的

・
伝
一
濡
は
茶
盆
一
に
類
す
る
。
第
一
節
は
一
、
美
人
に
封

な
し

に
お
い
て
の
比
較
を
な
し
、

t土

に
も
と
炭
め
て
ゆ
く
心

-
凶
勾
の
表
現
に
お
い
て
は

は
張
衡
に
類
し

す
る
感
嘆
、
二
、
美
貌
の
形
作
、

寸
美
人
の
た
ぐ
い
な
さ
、

の
三
つ
の
要
素
を
も
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
一
一
一
つ
の
要
素
を
か
り
に
、

と
す
る
。

。
性
治
協
引
税
恵
、
行
煉
儲
柏
市
折
詳
ο



ザ
段
高
山
ん
己
競
日
、
臨
淡
水
之
清
流
。

i
l曹
槌

。
波
路
保
之
脊
輩
、

良
ド
長
ノ
一
7
h
L
P

、
4
M
E
L
市
民
J

入

。

殺

t
1
4
1
J
ι
イ
ノ

γギ

J
k
i
l
l
h
3り
わ

り

三

12

0
執
妙
年
之
方
路
、
性
秘
窓
日
和
良
心

一
果
純
潔
之
明
節
、
後
中
総
幻
自
防
。

i
l
-
-
子
い
市
内

ロ

B
，平内

ヨモ
後日

に
は
み
え
て
い
な
い
が
、
暫
槌
・
王
然
・
伝
病
に
は
第
一
節
に
か
か
わ
り
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
四
句
・
四
匂
・
六
句
の
第
二
節
を

民
開
削
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
の

に
よ
っ
て
敷
約
さ
れ
て
お
り
、
第
一
節
ほ
ど
は
っ
き
り
し
た
符
合
を
み
せ
て
い
な
い
。
曹
槌

の
第
一
句
は

の
良
き
性
質
、
知
性
を
い
い
、
第
二
句
は
歩
む
姿
の
あ
で
や
か
さ
を
形
容
し
て
い
る
。
阪
璃
の
第
二
句
は
世
間
植
の
第
一
句

(
性
聡
忠
〉
を
う
け
、

G
H
J
、
ゅ
ト
人
企
}
J
A
J
Vけ
川
円
、

j
J
7
3
A
J
1
J
コ
-

耳
マ
仁
釘
分
一
A

日
U
ム
バ
川
一
工
似
て
一
旬
以
下
六
匂
ま
で
は
皆
奨
人
の
徳
義
の
高
き
こ
と
を
い
っ
て
、
第
二
匂
の
敷
街
さ
れ
た
一
部
分
で
あ
る
。
世
間
植
と
玩
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の
も
の
が
似
通
っ
て
お
り
、
敷
約
さ
れ
た
も
の
の
方
が
後
に
成
立
し
た
と
み
る
な
ら
ば
、
商
問
植
の
作
の

ガ
が
批
隔
の
作
よ
り
先
行
の
作
品
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
王
祭
の
一
、
二
句
自
は
唐
様
の
春
華
、
盛
年
の
語
を
も
っ
て
、
美
貌
の
み
さ
か

り
で
あ
る
こ
と
を
い
い
、
配
属
の
第
一
旬
は
こ
れ
を
う
け
る
。
曹
植
の
三
・
四
句
、
王
祭
の
一
二
・
四
句
は
そ
れ
ぞ
れ
溺
自
の
も
の
で
あ
り
、
王

祭
は
美
貌
の
み
さ
か
り
が
嵐
し
く
過
ぎ
ゆ
く
に
つ
い
て
の
情
緒
を
漂
わ
し
て
い
る
。
曹
植
の
そ
れ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
美
人
は
行
禁

の
如
、
き
疋
淀
た
る
も
の
と
し
て
イ
メ

i
ジ
さ
れ
、
必
ず
し
も
現
質
的
美
人
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
解
る
。
こ
れ
ら
第
二

何
り
こ
司
J

つ
1

F
じ
、

I
J
i
J
A
Y
-

し
て
は

一
、
・
ご
〉
ム
ニ
ペ
¥
:
日
討
J

で

問
、
f
J
U
3
5
ノ
、
刀
女
'U吋

で
あ
る
こ
と
、

二
、
議
〈
貌
の
み
さ
か
り
で
あ
る
こ
と
、

で
あ
る
。

こ
れ
を

と
す
る
じ

そ
こ
で
陳
琳
・
際
場
の

一
・
二
部
を
み
て
み
よ
う
c

媛
政
治
女
、
在
余
来
演
ο



艶
沿
一
煩
人
。

間
岱
時
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無
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¥
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U
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ru

m-Aパ
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H
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ρ
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λ
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r
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5
h

，υ位
レ
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J
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μ

z
v
U
主
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a
4
3
マ
J
J
1
J
A
-
-、し
t
A
ヘJ

b
1
8
ヨ
ド
~
μ
M川
市
川
叫

U/
行
"
に
〈

守川

γ車
糸
川
・
二
町
山
肌

w
m
r
l
f
q
j
、Y
1

援
申
女
部
比
節
o
i
l
-
怒
湯

に
も
簿
寡
く
、

常
叶
い
に
も
郷
な
し
」
と
そ
の
獄
な
さ
を
い
っ
て
い
る
。
乃
ち
一
?
六
匂
が
「
要
素
A
い
に
あ
た
り
、
七
・
八
勾
が
「
閣
に
宜
し
く
、
家
を
寧
ん

政
琳
の
そ
れ
は

が
美
人
に
到
す
る
感
嘆
、

が
美
貌
の
形
容
‘
第
五
・
六
勾
が

( 58 ) 

ず

の
紋
娯
い
と
そ
の

で
あ
る
こ
と
を
間
接
的
に
い
っ
て
「
要
素
B
」
に
あ
た
る
。
態
務
の
そ
れ
も
、

「
要
素
A
」
の
美
人
の
類
な

-
B
一
問
要
素
が
混
治
し
て
お
り

よ
り
一
勝
の
数
約
を
み
せ
て
い
る
。

「
要
素

B
」
の
知
性
と
有
徳
を
い
う
の
は
こ
・
十
勾
自
に
み
え
、
全
機
と
し
て

A

つ
要
素

B
い
の
羨
人
の
有
篠
を
い
う
坑
濡
の
第
二
節
一
一
了
間
一
・
五
・
六
の

さ
を
い

は
五
・
ム
ハ
・
九
勾
自
に
み
え
て
お
り
、

pcj 
句
が

の
第
二
句
か
ら
で
て
い
る
こ
と
、
嬢
湯
で
は

の
美
人
の
類
な
さ
を
い
う
句
が
五
・
ム
ハ
・
九
の
一
一
一
句
に
ふ
え
て
い
る

こ
と
な
ど
、
数
約
の
あ
り
方
を
み
る
と
、

そ
の
も
の
が
、
張
衡

の

か
ら
ふ
く
ら
ん
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
警

槌
以
下
の

A
十

B
は
も
と
も
と

つ
の

X
と
み
ら
れ
る
。
部
ち
一
訟
衡

順
序
に
つ
い
て
も
、
に
仇
鴻
ま
で
の
第

節
の
形
が
張
合
す
る
こ
と
、

の
欽
落
は
議
想
さ
れ
な
い
。
そ
の
制
作
の

の
作
が
玩
璃
に
先
行
す
る
こ
と
、
態
湯
の
作
が
最
も
数
約
さ
れ
た
形

の
作
に
は

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
合
せ
る
と
、

つ
の
総
説
と
し
て
、

一
、
張
衡
、
二
、

-n
」

ふ

ふ

;旬

J
J
t
u
u
‘

玩
潟
、
六
、
陳
琳
、

七
、
熔
場
の
似
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。



コ
八
決
心
党
子
校
一
段
、
愛
荷
台
、
円
前
・
仰
木
作
。
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h
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長
リ
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官
庁
お
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、
五
ヨ
ぷ
五
一
リ
fH
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o

k
n
p
h
J
j
シ
U
A六
七

一

パ

i
，
ふ
j
u
'ふ
い
刊
行
イ
fr
みルい

司
生
お
う
/
{
い
に
1
m、
九
一
二
で
い
内
げ
必
訂
土
、
h
M一心

J
I
L
T
f
i

寸
ぐ
7
d
y
i

ぷ
f
r
V
A
v
-
ト
u

i
五、ト
1u

思
桃
天
之
所
位
、
限
無
衣
之
間
設
。

ハれ主
J

占
訂
ド
お
ナ
、
'
地

L
訓
工
れ

'vH土
2
8
1
~
ノ
山
川
ト

A，
、

丸

山

J

r
d
g
u
tし
門

M
U
O
τ
L
P
n可

ノ
三
好
イ
ノ
W
Vト

!
1
1
1
r
h
w
げ
勾

。
伊
余
情
之
走
市
川
、
忘
荒
滋
市
制
移
。

官
例
制
打
不
服
、
品
川
川
合
食
而
応
飢
υ
!
!
!陳
琳

1
'』
Jr1Ja在円
2三A

制将m
山踊州開キ守J
翠
λ
(
l
l
!
i
i
j
附熔胞葱
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。
余
心
嘉
夫
淑
美
、
阪
結
散
布
機
関
。

で
は
、
そ
の
よ
う
な
美
人
の
淑
艇
を
悦
ぶ
の
だ
が
、
愛
は
結
ば
れ
ず
(
第
一
一
・
二
勾
)
情
一
意
落
ち
つ
く
所
な
く

-
五
句
の
針
句
を
第
一
・
一

に
う
け
、

の
敷
桁
の
後
一
節
に
こ
の
構
想
を
う
け
る
。
主
祭
は
茶
醤
の
他
国

の
愛
が
結
ば
れ
な
い
と
い
う
匂
を
第
四
匂
に
う
け
て
い
る
。
第
一
一
一
勾
の

-
四
句
)
が
述
べ
ら
れ
る
。
王
祭
以
下
は
第

の
み
が
溺
自
の
句
で

ぶ
の
匂
に
L

あ
た
る
も
の
は
な
い
、
が

の
原
型
に
近
い
。
玩
璃
「
止
欲
賦
」
で

は
、
そ
の

、
忘
れ
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
第
一
・
二
勾
が
禁
醤
の

一
句
に
あ
た
り
、
愛
を
結
ば
ん
こ
と
を
願
う
第
三
・
四
勾
が

の
篇
名
を
ひ
い
て
目
新
し
く
み
う
け
ら
れ
る
。
第
五
・
六
句
は
茶
謡
の
情
、

針
匂
を
，
魂
・

繊
同
化
さ
せ
て
や
は
り
患
い
の
懐
惑
を

い
う
。
こ
の
節
山
に
お
い
て

の
四
句
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
、
阪
璃
が
六
匂
に
敷
街
し
て
い
る
こ
と
は
、
先
の
製
作
の
先
後
で
は
直
接
鰯
れ

刷、、ゐ、ノ
"-dv

為、

た
カ
イ
」
ム
カ

の
作
が
銃
璃
に
先
行
し
て
い
た
こ
と
を
語
っ
て
い
よ
う
。
棟
琳
の
「
止
欲
斌
L

で
は
や
は
り
、
そ
の
美
人
を
悦
ぶ
が
、
志



出
惑
し
(
第
一
・
二
句
)
は
媒
ね
ら
れ
ず
、
愛
は
人
民
を
忘
れ
る
・
四
句
)
と
僚
ね
ら
ら
れ
、
撞
惑
の
援
を
管
・
不
謀
、
忘
飢
と

形
符
し
た
部
分
が
い
く
ば
く
か
の
工
夫
で
あ
ろ
う
。
艦
砲
吻
の
「
正
情
賦
」
も
そ
の
美
を
嘉
ん
で
、
愛
を
結
、
、
は
ん
こ
と
を
患
う
が
手
だ
て
が
な
い

(
第
一
・
二
句
)
窃
宛
た
る
美
を
承
け
て
情
一
意
は
控
惑
す
る
ハ
第
三
・
四
勾
)
と
典
型
に
依
接
し
つ
つ
そ
の
勾
を
諌
ね
て
い
る
。
い
わ
ば
「
要

を
受
け
て
、
そ
の
淑
美
を
一
一
治
ぶ
が
、
愛
は
結
ば
れ
ず
、
情
一
意
懐
惑
す
る
と
い
う
の
を
「
要
素
C
い
と
し
て
た
て
ら
れ
よ
う
。

京

A
-
B

O
出
銭
戸
日
都
路
、
初
天
漢
之
無
洋
c

傷
組
問
山
之
無
偶
、
悲
織
女
之
獄
勤
o
l
-
-
J
院
現

。
歎
北
風
之
好
我
、
美
格
子
之
向
節
。

忽
討
月
之
徐
遇
、
民
杭
楊
之
生
梯
。

道
依
長
市
路
阻
、
河
出
向
(
礎
部
無
梁
。

( 60 ) 

雌
企
…
十
市
欲
枝
、
非
一
悲
之
可
航
。

l

i
煉
琳

日
，

L
完
'
主
体
主

;
v
1
1
4
j
-
J
1
 

U
ド

ir--〆

W
れ
U
仁

v
i
λ
3
L
Y

に
続
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
四
匂
・
十
勾
の
節
を
棟
ね
て
い
る
。
玩
璃
の
そ
れ
は
、
健
惑
し
た
思
い
を
抱
い
て
戸
外

に
さ
ま
よ
い
、

な
お
合
う
に
よ
し
な
い
悲
し
み
を
増
す
、

と
い
う
構
想
で
あ
り
、
棟
琳
の
そ
れ
は
北
風
の
訪
れ
と
と
も
に
、
美
人
が
蹄
っ
て
し

の
上
で
緊
密
な
照
癒
を
み
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
辺
倒
天
漢
之
無
津
」
な
ど
は
、
「
道
欽

長
街
路
山
、
川
一
以
縫
而
無
梁
」
な
ど
に
数
約
さ
れ
て
お
り
、
全
般
と
し
て
玩
現
の
四
匂
に
一
訴
さ
れ
た
惰
絡
を
敷
約
一
し
た
一
部
分
が
陳
琳
の
十
勾
と

ま
い
、
迫
う
こ
と
の
で
き
な
い
陣
容
を
保
ね
る
。

み
ら
れ
よ
う
じ
こ
の
臥
瓜
e
M
m
琳
の
第
山
部
を
か
り
に

α
い
と
し
て
お
く
。

J

伏
託
夢

ι交
娠
し

。
排
悠
一

m
m就
校
、
終
取
拶
日
通
緩
い

11 
~llll 
~íìl 
)到
来
il京

{) 
'1ガ

m 
'1易
驚
Q 

ヨ
集



O
法
伏
枕
日
求
氏
、

aM通
必
一
間
交
紳
り

一
柳
惚
机
部
難
、
端
、
思
交
錯
日
総
紛
O
i
l
l配
属

今7

TiiI 
1先
日本。

J
b
"刊
H

F

h

一バツ
rい
加
制

λ

若
交
好
川
辿
湾

i

i

陳
琳

。
魂
刷
々
而
タ
遊

廿
向
山
げ
而
交
…
糾
リ

九
百
仰
向
子
鴇
閥
、
守
政
政
γ

川
選
3
♂

x
o
t
i
-
-
草
場

T
4
/
1
二

i
u
v
j
q
i

〆
1
8
1
1
ドトル

i

i
ミ
正
i

F

人

む

μ
'
l
d

-
P
L
E
i
;
、

に

J
i
y
A
九

;
f
i
}
《

iリ
i
j

-

も

J

j

i

わ
る
い
と
い
う
二
句
を
残
し
て
い
る
。

に
情
を
鰐
せ
て
愛
を
許
ベ
、
夜
は
結
ば
れ
ぬ
綴
い

の
第
二
句
を
敷
約
し
て
、
四
勾
を
陳
ね
て
い
る
。
い
う
所
は
、

に
託
し
て

Vこ

交

-c、
tま

い
に
綴
け
て
、

一
人
笠
房
に
入
り
て
妊
に

了
間
勾
に
そ
の
願
が
果
た
さ
れ
ず
、
心
偉
惑
し
て
嫁
ね

ら
れ
ざ
る
こ
と
を
い
う
。
玩
鴻
の
問
句
も
ま
た
同
工
に
し
て
、
に
よ
く
符
合
す
る
。
陳
琳
は
玩
鴻
の
第
一
旬
「
還
伏
枕
自
求
媒
」
の
「
濯
」

ぺ
伏
枕
・
求
媒
」
に
常
る
句
を
第
二
匂
「
合
慎
一
津
市
就
林
」
に
う
け
て
い
る
。
第
一
一
了
間
勾
で
は

っ
き
(
第

汀
4
J

l
h
t
¥
 

に
託
し
て

に
通
じ
よ
う
と
す
る
(
第
二
匂
)
の
を
述
べ
、
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の

と
!誌
IJf-J 
し

に
も
命
日
え
ず
、

心
見
れ
る
と
い
う
一
部
分
を
夢
に
思
う
人
に
出
曾
っ
た
と
い
う
趣
旨
に
繁
化
さ
せ
て
い
る
。
更
に
、
玉
条
・
玩

ポ
h
q
-

こ
の
節
を
凶
匂
残
す
の
み
で
あ
る
の
に
比
べ
、
第
五
・
六
勾
を
陳
ね
、

た
こ
と
を
述
べ
る
。
王
祭
・
坑
璃
の
「
賂
取
夢

の

一
旬
に
あ
た
る
も
の
は
み
え
な
い
が
、

に
出
A

抑
闘
っ
た
り
、
援
を
通
じ
た
り
す
る
こ
と
を
い
う
部
分
に
溶

か
し
こ

て
い
る
の
で
あ
る

は
庇
塙
の

の
思
い
の
懐
惑
を
い
う

一
タ
市
九
朔
」
に
似
た
「
魂
伽
縦
士
間
タ
遊
j

」
の
勾

勾
に
お
き
、

駄
に
つ
く
と
い

、
「
ノ
工
、
品
、
、

luw
よ
イ

φ
J
}
L
V
ム

μ

勾
は
や
は
り
、
主
祭
、
玩
璃
に

っ
て
夢
に
曾
う
こ
と
を
願
う
と
い
う
勾
を

述
べ
て
い
る
ロ

イリ

の
第
一
旬
の
ヴ
ア
リ
エ

i
シ
ヨ
ン
、
第
四
匂
は
主
祭
・
民
謡
の
一
ニ
・
悶
匂
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
み
ら
れ
よ

ぅ
。
内
容
は
…
致
し
な
い
が

の
針
匂
は
叫
掛
川
時
訟
の
そ
れ
に
習
う
。
以
上
要
す
る
に
、
こ
の
節
で
は
茶
選
の
「
夜
託
夢
前
通
譲
」
の
匂
が
敷



約
さ
れ
た
部
分
で
、
来
た
さ
れ
ぬ
殿
い
を
夢
で
か
な
え
よ
う
と
願
う
護
想
で
陳
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
要
素
を
「
要
素

D
」
と
し
よ
う
。
こ
の

ほ
ぼ
踏
襲
す
る
に
訴
し
、
際
琳
・
鷹
揚
が
鰍
変
化
の
栢
を
み
せ
て
い
る
こ
と
は
、
製
作
の
先
後
を
推
定
し
た
臆

節
に
お
い
て
玩
塙
の
作
が

読
を
支
持
す
る
だ
ろ
う
。

¥
ノ
ル
八
ヨ
、
に
く
J

ル
K
Y
T
-
-虫
立
て

f
t
L
引
戸
r

A

E

J

ノ
，
バ
ノ
ゐ
川
v
r
h
ぐ
せ
ド
イ

E
奈
川
川
'

秋
怨
期
今
時
己
征
、
思
葉
人
今
愁
界
後
一
心
d
o
i
-
-
!
張
衡

0 
1J 
J~\ 
起

林

愁
惨
々
市
場
悲
、
一
vγ
安
能
乎
掩
流
ρ

。
清
風
民
子
玄
序
、

自
は
河
伝
説
u
，H
a
{
M
1
t
J
r
-
m
住
民
百
し
手
応
。

J
r
r
k
f
Fフ

wυ'iEυ

・点
M
H

ふ広守一万戸
H

U

ル
守
羽
山

出
也
、
毎
日
一
一
ゴ
コ
コ
レ
什
介
元
三
設
住
‘
F

削
除
料
'
コ
ー
一
心

ベ
叶

B
J
H九
三

I
t
j
h
V
J
i

ル
♀
f
丈一

f
E
/
、、ョ

傷
校
禽
之
無
偶
、
仲
流
光
之
不
締
G
i
l
-
-
…
臨
場
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限
付
帆
桁
刈

吋
ド
s'iJ
ノ
f
n
i

は
第

節
と
し
て
初
げ
た
問
勾
に
こ
の
間
句
を
合
せ
た
八
句
が
薮
文
類
緊
に
ま
と
め
て
ひ
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
宙
田
植

一
句
が
繋
文
'
類
家
に
引
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

の
八
旬
に
こ
の
間
句
を
合
せ
て

ぷ
w
m心
賦
し
も
第
一
・

民
街
・
向
門
組
の
こ
の
節
は
、

に
合
え
ぬ
悲
し
み
と
、
悲
秋
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
て
愁
の
心
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
。
曹
槌
は
必
ず
し
も
張

衡
の
句
を
踏
襲
し
な
い
が
い
う
所
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
張
衡
・

〉

コ

ミ

1
1
~

了、代史対、ノ

之
{
叫
が
声
・
u
約
機
グ
ー

の
節
に
通
う
も
の
と
し
て
、
態
現
物
一
の
第
一
五
節
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

勾
を
も
っ
て
秋
風
の
起
る
こ
と
か
ら
こ
の
節
を
始
め
て
お
り
、
悲
一
秋
の
イ
メ
ー
ジ
、
時
の
推
移
の
悲
し
み
で
十
勾
を
棟

コf
h

、
7

》
じ
バ
什
リ
プ
ー
に
汁
ノ

3
7ペ
寸
}
し
W

ャ
メ
区
一
，

J
H
/今
}
i
l
l一
刀
ν

よ
j
f
J
F
ι
j
j
t
h

、

¥
ん
い
吋

/
r

ナ
ム
「

γ(ι
‘

つ
品
設
ね
m
師
寺
時
一
つ
ほ
土
警
泊
一
容
二
苛
つ

-
J
4
l
i
h
S
F
f
T
i
d什
勺
ι

ベ

ヴ

ノ

し

〆

し

j
h
i
L
u
l
-
-
t
n
z
A
F
二
一
」
l

/

L

V

に
類
す
る
。
先

節

の

長¥)
jj 

匂
は
「
数
北
風
之

一
旬
の
「
忽
日
月
之
徐
惑
い
の
時
の
推
移
、
第
四
句
の
で
保
枯
梯
之
生

糾
し
な
ど
も
秋
に
ま
つ
わ
る
表
現
で
あ
ろ
う
り
ま
た
伝
活
の
「
傷
抱
一
瓜
之
無
偶
」
は
膝
場
の
第
九
勾
に
「
傷
往
禽
之
無
偶
い
一
と
う
け
ら
れ
て
い

の
と
し
て
、

a 

と
し
た
部
分
が
い
く
ば
く
か
こ
の
節
に
通
う
所
も
あ
る
。
棟
琳
の
そ
の
部
分
の
第

好
殺
し
で
始
め
ら
れ
て
お
り
、
秋
の
イ
メ
i
ジ
を
も
喚
起
す
る
し
、



る
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
悲
秋
の
表
現
を
「
要
素
E
」
と
す
れ
ば
、

「
要
素

α
い
は
張
街
、
曹
植
の
「
要
素
E
」
の
敷
析
で
あ

り
、
そ
の

は
夢
に
擦
に
通
ず
る
こ
と
を
願
う
と
い
う
「
要
素
D
い
の
後
に
も
っ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

。
滋
終
夜
一
山
際
見
、

知
所
忠
之
不
得
、
乃
抑
前
日
自
信
G
l
e
-
-
!
伝
璃

。
川
浩
伏
一
一
以
之
方
逝
、

歩
使
旋
目
、
氷
川
山
、
情
惨
際
問
傷
悲
υ

法
幽
山
内
色
目
絞
娘
、
閉
山
間
特
部
不
安
υ

…
料
砂
妙
目
潜
湖
、
判
存
滋
乎
所
説
。

R
P
A
y
-
-一
日

rHAJJJ
、
h
J
fに
ぎ
百
人
K
氏。

汀五
η

ドv
吋

H
f
Tピトト心

Z
J主
主
百
立
要

万
三
千
七

U
一日一三、
h
H
M
、
1
J

A
一
万
以
「
門
川
川

H
H
G
一
ぷ
ム
ロ
什
政

Y
臼
し
吋
1

3

1

箆
品
双
山
ぷ

ノ
一
行
イ
ノ
抱

1
1
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以
上
の
節
は
配
属

の
惑
い
父
類
楽
十
八
に
ま
と
め
て
ひ
か
れ
た
も
の
の
終
章
で
あ
る
三
阪
域
は
「
崎
市
京
索
D
」
の
後
に
こ
の
節
を
続
け
、

恋
場
は

も
に
こ
の
節
を
続
け
る
。
伝
活
の

は
、
格
夜
食
う
こ
と
が
で
き
ず

一
勾
)
夜
が
あ
け
て
し
ま
い
ハ
第
二
勾
)
願
い

の
か
な
わ
ぬ
こ
と
を
知
り

旬
)
倍
を
抑
え
、
心
を
た
だ
す
(
第
四
匂
)
と
い
う
。
第
四
勾
の

「
乃
抑
情
仰
向
自
信
い
が

ウ
比
…
欲
賦
b

の

ア
比
欲
い
で
あ
り
、

こ
の
節
が
歌
い
納
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
郎
副
ち
玩
穏
の
作
は
第
一
節
か
ら
始
ま
っ
て
、
部
分
的
に
は
欽

損
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、

し
て
は
こ
れ
ら
の
議
践
の
も
つ
ベ

の
要
素
を
構
え
て
い
よ
う
。
態
湯
の

は
「
抑
情
詔
自
信
」
に

、4
/.;_> 

ハ
ノ
バ
川
、
4
3
h

入
、
y
L
r
L

、円ゾ

グ
J
Z
H
H
J
t
y
v
/

「
会

、，.
/ぷ

い
、
心
乱
れ
る
様
が

な
ど
の
表
現
の
繰
り
返
え
し
等
を
使
っ
て

い

H
h
1
~山

仏
印
レ

J
A

て
い
る
、
υ

し

の

一
・
二
・
…
ニ
句
の
致
街
で
あ
り
、

や
が
て

の
歌
い
約
め
を
ひ
き
だ
す
部
分

で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
怨
保
に
か
た
く
な
い

こ
の
玩
璃
の

一
j
f

抑
情
;
一
、
「

を
「
要
素
F
」
と
た
て
る
な
ら
ば
、
定
情
・
静
思
・
問
問

ア

〉

こ

ァ

、

引
・
丘
r

拾
・

の

か
ら
推
し
て
も
、

は
皆
こ
の

を
備
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。



~ 
い
又
パ

イ
タ
一
人

~ jHr 
iミ1

図仁二コ仁三コドし
A

亡Eコ仁三コ仁豆コ仁王コ

~ 仁三コ仁王コ仁互コlW 

仁王3亡互コ仁三コ

口敏損の浪花nされる部分
iお紋損のj象想されない部分
務総宜に{IU(損の譲位、される部分

盤、

以
上
張
衡
・
薬
部
品
の
後
漢
の
作
者
一
の
定
・
静
の
斌
を
う
け
て
、
建
安
文

埋
ま
で
の
「
関
清
賦
」
の
先
行
作
品
の
あ
り
方
を
み
て
き
た
の
で
あ
る

が
、
個
々
の
作
品
は

A
I
F
ま
で
の
要
素
を
備
え
、
そ
の
要
素
を
構
成
の

先
後
に
お
い
て
も

つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
を
敷
街
し
、
歌

い
ひ
ろ
め
て
い
っ
た
。
類
題
の
故
に
、

ね
る
が
、
選
退
か
な
い
難
く
、
健
惑
の
情
を
静
め
る
と
い
う
主
題
を
共
に

に
穣
れ
と
思
慕
を
際

す
る
J

ば
か
り
で
な
く
、

一
定
の
型
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

又
、
抗
現
の
そ
れ
が
ほ
ぼ
原
形
を
保
っ
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
先
行
の
作
品

は
た
と
え
紋
損
が
補
わ
れ
た
に
し
て
も
、
敷
街
の
あ
り
方
か
ら
み
て
、
民

璃
の
作
品
の
規
模
よ
り
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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以
上
の
絞
述
を
簡
便
に
翻
示
す
れ
ば
上
の
如
く
で
あ
る
。

義
文
類
楽
径
十
八
以
外
に
鱗
片
的
に
検
索
さ
れ
る
も
の
に
は
以
下
の
も

の
が
あ
る
。
(
厳
可
均
の
指
…
捕
に
よ
る
。
〉

思
在
部
筋
鈷
輩
、
患
離
嬢
部
無
光
。

忠
在
日
開
策
鳴
、
京
韓
瀦
不
敢
一
給
ο

?
迂
立
ヨ
一
及
覧
手
、

i
T，?とヲ
-
B
'
z
p
b
p
J
4
1
q
n
n
η
J
ソ

I
l
i
張
衡

f
l
i
-
-
ぃ詩
gJ一

:
:
4
4ノ
主
一

主玩
祭璃

関
山
介
市
阻
段
、
顔
怨
議
日
約
腕
。

忠
在
前
矯
間
的
鏡
、

。

態、
湯

宋
・
蔦
勝
仲
の
い
う
所
に
よ
れ
ば
、
建
安
一
文
縫
に
お
い
て
、
最
初
に
張
衡



。〉

-
静
の
賦
を
う
け
た
の
は
、
文
M
W

で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
問
題
の
も
の
は
い
ま
検
索
さ
れ
な
い
。
し
か
し
義
文
類
抵
抗
一
一
一

人
部
、
別
に
つ
氷
山
心
賦
い
と
し
て
引
く
断
片
が
こ
れ
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。

仰
北
コ
沢
市
、
水
忠
、

f-t氏
ヨ
脅
悲
0

1
;
!
1
:
J
i
;
)
l
j
j
 

ぃ
此
辺
路
之
没
没

J
H
J
ミ
H
J
J
一死川口
p
-
h
o

d
4バ
ト
千
i
J

、一円引
a

一
ι，h
百
日
前
ー
や
ノ

埠
主
主
之
株
主
υ
i
i
i
j
法

町
、

i
i
;
1
5
4
1
3

っ
氷
川
む
拭
い

内
存
杓
に
も
玩
泊
。
凍
淋
の

!

!

l

i

!

i

i

i

{

 

α 

-
態
場
の
窓
秋
の
要
素
と
し
て
指
摘
し
た
「
要
素

E
い
の

と
し
た
部
分
、
あ
る
い
は
、
張
衡
・

部
分
に
き
っ
ち
り
符
介
し
て
い
る
心
感
文
如
来
編
纂
常
時
己
に
こ
の
部
分
だ
け
が
残
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
「
永
怒
賦
」
か
ら
別
離
の
情

。

。

「
静
思
斌
一
、
つ
氷
一
懐
賦
い
な
ど
に

結
を
夫
わ
す
こ
の
部
分
を
と
っ
て
勺
別
い
に
尉
せ
し
め
た
の
か
事
情
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、

間
…
ら
し
て

氷
山
心
賦
し
も

山
北
出
賦
い
を
範
と
し
た
紋
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。

ま
だ
到
ぃ
日

~

ー

:

j

も
忠
一
ゼ
…
ば
な
る
と
い
う
賦
題
か
ら
し
て
、
こ
れ
ら
建
安
文
悩
恨
の
連
作
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
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婦
人
第
一

以
絡
も
寸
法
思
賦
」
の
出
で
同
様
の
賦
を
作
っ
て
い
る
。

の
部
に
分
判
別
さ
れ
て
い
る
放
、
こ
れ
ら
の
断
片
も
美
人
を
め
ぐ
っ
て
挟
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

の
設
場
す
る
一
部
分
を
残
し
て
い
な
い
が
、
初
印
字
記
巻
二
十
七
所
引
の
も
の
は
美

結
束
阿
之
扶
桑
、
一
桜
山
市
乎
燭
詑
、

入
銃
殺
之
閥
、
出
水
精
之
都
、
上
青
腹
之
山
、
指
琳
潜
之
塗
。
玉
樹
翠
葉
、
上
棲
金
鳥
。

(
一
初
印
字
記
二

〆七

イ也

十
十
l
'に
た
は
T

マ、
I
I
P
A
L
y
t
f
r
J
¥
1
J
1
1
〆

2
1

パむ

凶
引
が
均
一
ー
タ
ト
L
Gか
怜
ザ
〈
い
m
t
jト
羽
山
本
心
L
M

十
戸ヒ
能

後
布
珠
山
之
席
、
前
設
灼
例
制
之
縫
J

活
文
培
之
凡
、
釣
精
金
之
'
盤
。

一
十
一
一
一
地
)

1=1 

加
火
珠
之
説
。

和
奨
英
之
飯
。

百
四
十
四

イill
裕
木

¥
明
主
主
し
一
j

二
レ
l

司
コ

/
庁
子
山
「
係

F
J
ノ
一
i

J‘
一
行
v
と

一
川
仙
界
的
イ
メ
ー
ジ
の
雅
一
誌
が
め
だ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
み
た
作
品
と
達
っ
た
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
c



、
繁
欽
の
「
科
愁
賦
t

一、

の
つ
氷
J

懐
拭
」
に
つ
い
て

同
じ
定
交
の
文
人
で
は
あ
る
が

七

の
中
に
は
数
え
ら
れ
ず
、
曹
氏
の
文
壇
の

の
人
と
し
て
、
貌
抱
一
一
回
列
簿
二
十
一
に
取
り
あ
げ
ら
れ

る
繁
欽
は
、
作
品
の
上
で
も
先
の
グ
ル
ー
プ
と
は

み
せ
て
い
る
。
そ
の

生
年
を
建
安
文
人
と
交
差
さ
せ
つ
つ
、
次
一
代
に
位
置
す

の
作
品
に
も
多
少
う
け
ら
れ
て
い
る
。
以
下
そ
の

傷
布
凶
之
淑
友
、
採
成
孫
子
倒
防
。

人

f
」
人
知
』
、
。

づ
r
F

可
、
ブ
グ
ふ
/
・
し

擢
丹
華
子
総
一
房
。
黙
閥
的
之
焚
焚
、
挟
嬰
輔
市

先
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
げ
た

初
腕
磁
一
ナ
綾
側
、
勤
時
援
自
遺
芳
。
段
容
治
市
多
好
、
旦
知
恵
之
織
徽
一
o
i
l
-繁
欽
「
界
愁
斌
」

の
導
入
部
に
あ
た
る
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
典
型
と
の
務
態
は
か
な
り
の
緩
み
を
み
せ
て
い

の
勾
を
も
っ
て
突
入
を
受
場
せ
し
め
て
い
る
の
に
封
し
、
「
傷
ま
し
き
か
な
有
閑
の
淑
女
」
の
勾
は
同

B 

襲
遊
間
之
妓
服
、

5
0
:っ
1
1
0

;

:

j

l

 

ゴミ
1ilJ 

の

じ
腕
持
に
し
て
も
少
し
く
甘
色
を
兵
に
す
る
。

一
旬
自
の
「
群
姦
を
靭
陽
に
採
る
」
の
匂
を
み
る
と
、
先
の
例
で
は
紋
速
一
的
表
現
で
登
場

で
tま

。〉

、
少
し
く
描
応
的
表
現
で
敬
一
場
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
の
を
知
る
。
こ
の
節
の
約
め
の
こ
勾
を
紋
述
的
表
現
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ま

珠
替
、
線
一
殿
、
閥
的
、
妓
服
、

く66) 

さ
れ
た

J: 
，，__) 

て

そ
の

綾
倒
」
な
ど

に
ま
つ
わ
る
物
な
兵
脱
的
に
抽
出
す
る
の
は
繁
欽
に
お
い
て
初
め
て
み
ら
れ
る
。
先
に
ふ
れ
た
諸
作
に
お
い
て
は
紋
述
裂
の
表
現
に

、
数
な
さ
、
有
徳
、
高
潔
を
直
紋
し
て
い
る
の
に
比
べ
、
こ
こ
で
は
そ
う
い
う
恵
紋
の
か
わ
り
に
美
人
の
描
潟

し
め
る
と
い
う
導
入
部
の
性
格
は
幾
ら
な
い
が
、
紋
述
裂
か
ら
描
潟
裂
の
表
現
一
に

に
出
き
だ
そ
う
と
す
る
描
潟
的
表
現
の
句
で
あ
る
。

の

治、、

う
1

、
Lよ
川
一
り
に
勺
J
h
ミ

¥

;

L
f
J
J
F
/仰
υ
μ
h
H
H

、ゴ
J
Jノ
ム
μ

o 

え
た
部
分
が
、
こ
の
第

節
で
あ
り
、
規
模
に
お
い
て
も
玩
弱
・
践
場
の
十
勾
を
こ
え
て
十
四
勾
に
ふ
え
て
い
る
。

問
伐
以
内
ん
ノ
一
品
す
tv

/
A
ノ
J
t
r
‘
j
q
i
r
，l
d
J
i
μ
B

ノ~
4更

主
主
三
百
3'車、

手
2
主
ι
x
m
H
H
ピ
仁
A
H
H

持
政
砂
パ
バ
ム
プ
リ
笑
、
牧
腕
朔
日
愁
人
心

先
の
グ
ル
ー
プ
の

σ〉

介
引
こ

/
?
と
、
huu‘

の
関
り
を
生
、
ぜ
し
め
る
部
分
、
そ
し
て
そ
れ
が
か
な
わ

ぬ
こ
と
を
述
べ
る
部
分
と
し
て
掛
張
し
て
解
絡
す
れ
ば
、
こ
の
節
も
そ
れ
に
針
感
す
る
。
先
の
諸
作
が
之
が
心
悦
子
淑
穣
i

一
と
心
の
う
ち
の
忠
一



い
を
述
べ
る
旬
を
展
開
部
へ
の
契
機
と
し
た
の
に
封
し
、

と
突
入
が
自
分
を
綴
る
麟
と
し
て
、
美
人
と
の
綴
り
を
生
ぜ
し

め
て
い
る
け

人
上
く
山
県
裂
を
離
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

、a
F

K
一
、
/
匂
土
苛
日
リ
A

一

方

T
f出/迂一

て、

に
よ
る
溺
自
性
を
出
し
て
い

る

こ
こ
の
規
模
も
先
行
の
的
作
が
凶
勾
で
あ
る
に
射
し
て

勾
に
ふ
え
て
い
る
。

に
ひ
く
の
は
こ
れ
ま
で
で
あ

る
。
賦
題
の
翁
か

の
部
に
引
か
れ
る
の
だ
が
、

「
ふ
一
夫
婦
人
い
の
部
に
ひ
か
れ
た

以
下
の
作
品
と
同
様
の
作
で
あ
る
こ
と
は

浅
さ
れ
た
こ
の
部
分
を
み
て
も
民
論
た
い
で
あ
ろ
う
υ

美
淑
人
之
妖
航
、
同
防
隊
出
傾
城
パ
V

川
紛
糾
約
之
誕
次
官
、
、
…
俄
腕
奴
之
柔
情
u

お
ふ
ハ
列
子
役
古
、

-
Bい
に
針
路
、

1
1
J
Kパ
ペ

h

M

/

司、

」千ノ
f
J
O
J
L

は
み
え
な
い
り
)
段
忠
余

μ

ノ」
L
U
1
h
v
~
1
3
q
H
J
J
心
〆
司
令
司
ハ

f
r
y
-
e
bへ
斗
司
、

芸
品

t
t
F
P化

J
y
l
心
女
三
書
記

f
f
!は
i
f
w川口
i
vサス
1
4

、

宗
主
パ
叶
為

LJ--dmp
仁
L

0) 

第

付
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
)
威
夫
滋
倒
妹
、

住
な
お
と

I
J
H
2
t
b
丸
事
系
/
一
言
取
~
、

駒
山
方
議
rv
型
打
去
か
点
的
土
京
中
刻
M
G
m
J
ノん令

LMR

JrJド
川
一
品

AI---一
/
ム
口
け
校
内
て
や
i
i
A
i
v
J
1
4
J
月

仁
、
ノ
ボ

F
qトトド
f
長

が

み

げ

戸

ザ

ど

さ

ノ

も

ド

二

、

4
4
5
甘
H
Mノ

長
牧
催
予
永
日
。

の
健
惑
を
述
べ
た
部
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に
j

¥ノ
イ
附
火
午
J

J

/
ノ
メ
U
J
U

リよ
f
L

式
二

t
いさケヘに口、
X
K
佳
ト

X
こ
け
パ
ノ
¥
一
コ
英
字
〉

i
J
十
わ
き
J

ベ
ノ
叫
芳
夫

AY/グ
t

~

j

t
一

l
-

く
弔
立
さ
じ

永
懐
賦
ん
で
あ
る
の
繁
欽
の
よ
う

の
表
現
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、

「
要
素

C
L
の

お3

旬
を
美
人
を
十
一
語

る
匂
で
始
め
る
な
ど
そ
の
典
型
の
緩
め
方
を
繁
欽
に

い
、
繁
欽
と
と
も
に
一
層
の
敷
約
を
進
め
て
い
る
。

と
も
に
か
な
り
の

で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。

呂
、
第
二
次
的
材
源
に
つ
い
て

先
に
み

む
〉

r
J
1
、

v
d
-
n品
、
刀

い
づ
れ
も
張
衡
の
典
型
一
に
沿
っ
て
敷
約
さ
れ
た
も
の
と
し
て
一
話
せ
し
め
ら
れ
る
性
格
と
型
を
持
っ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
り
に
述
べ
た
じ
そ
れ
で
は
、
張
衡

は
何
に
由
来
す
る
の
か
、
そ
の
間
療
を
更
に
先
行
文
学
に
採
っ
て
ゆ
く
と
、
宋

去
っ
仰
女
賦
ん
が
そ
の
骨
格
を
作
る
の
に
役
立
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
む

こ
と
、
製
作
に
い
た

一
科
女
賦
ー
一
で
は
ま
ず
、
こ
の
賦
が

と
の

.:J... 

の
る

の
求
め
に
よ
っ
て
紳
女
の
こ
と
を
賦
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の

日
:
若
此
盛
余
。
試

潟
寡
人
賦
之
。
五
日
・
唯
附
い
っ
し
以
下
を
股
化
し
た
も
の
が
張
衡
「
定
情
賦
い
で
あ
る
と
思
う
c



犬
何
一
料
友
之
絞
一
路
今
、
合
陰
陽
之
混
飾
。
被
禁
法
之
一
り
好
、

若
務
翠
之
奮
笑
。

其
美
無
極
。
毛
鰭
郭
扶
不
足
程
式
、

西
施
掩
十
回

レ
レ
シ
一
任
ヅ
U
J
0

1rLr
ウ
λ

ゐ
六
J
i日

て

0) 

の
節
、
が
こ
こ
に
裂
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

の
つ
夫
何
」
の
嘆
鮮
を
も
っ
て
美
人
を
笠
場

せ
し
め
、
そ
の

、
そ
の
比
類
な
き
こ
と
を
い
う
性
格
は
段
に
こ
こ
に
錆
わ
っ
て
い
る
。
以
下

の
野
獲
の
仕
方
は

名
M
m
す
る
が
、
一
例
女
の
身
館
各
部
の
美
を
細
か
に
描
潟
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
一
紳
女
が
堺

わ
す
、

iv
一
例
女
退
場
と
七
十
九
勾
が
シ

i
ン
の
流
れ
を

に
延
漉
す
る
、

j
言
葉
を
か

て
、
そ
の
折
々
の
紳
女
の
仕
草
、
様
態
が
暗
箱
約
表
現
で

つ、

に
陳
ね
ら
れ

て
い
る
心
部
ち
、

0) 

の
具
般
的
捕
潟
の
策
を
抑
え
、
美
人
と
の
交
、
捗
の
ド
ラ
マ
を

一
一
例
女
賦
L

に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た

α 

E 

の
よ
う
な
絞
述
的
表
現
数
勾
に
牧
数

な
ど
の
悲
秋
の
表
現
を
加
え
て
、
そ
の
納
め
の
正
情
の
僚
を
引
き
だ
す
所
に

情
賦
し
以
下
の
作
品
が
成
立
し
た
と
忠
わ
れ
る
。
繁
欽
「
科
愁
賦
」
の
典
型
の
緩
め
方
は
、

的
傾
向
を
復
活
さ
せ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
丘
、
総
的
に
綴
れ
る
除
絡
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
傾
向
を
更
に
お
し
進
め
る
と
、
院
籍

こ
れ
は
治
ん
ど
ブ
紳
女
賦
」
の
納
め
に
清
忠
の
鮮
を
添
え
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
劉
粉
、
平
怖
い
怒
賦
い
の
残
簡
に
…
紳

の
源
流
に
遡
っ
て
少
し
く
「
料
女
賦
」

の
「
清
川
山
賊
い
と
な
り
、
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仙
界
的
な
表
説
の
多
レ
の
も
、
氏
籍
の
「
清
忠
賦
い
援
の
も
の
で
あ
っ

ろ
う
。

な
お
小
品
千
秋
氏
は
、
…
定
情
拭
い
、
…
i

清
忠
賦
い
、
…
!
関
情
賦
い
の
侍
統
を
開
く
も
の
と
し
て
、
ぺ
離
騒
い
求
女
行
一
の
一
部
分
を
指
摘
さ
れ
て
い

るり

(η

賦
の
成
立
と
そ
の
民
間
い

p
m
)
し
か
し
私
は
、
そ
の
褒
端
を
同
じ
…
!
楚
鯨
」
の
う
ち
で
も
、

九
歌
ト
~
、
特
に
中
心
的
に
は
「
山
鬼
い

で
あ
る
と
考
え
る
心
'
山
ち

…
…
糾
女
賦
い
と
も
に
嵐
山
の
紳
女
を
賦
し
て
お
り

、‘ノ
p
r
l
k
r
l
u

夜
、
用
語

九
歌
山
鬼
考
ん

十
一
径
四
枕
)
に
よ
っ
て

山
山
沿
い
も
ま
た
ポ
山
の
榊
女
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
山
林
と
し
て
の
性
格
を
ひ
く
の
は

コ
川
倍
以
い
ま
で
で
あ
り
、
…
ー
一
利
女
賦
ん
以
下
の
諸
賦
の
文
藻
に
は
、
九
歌
諸
一
料
の
性
格
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ぺ
九
歌
い
金
総
が
そ

の
設
端
を
開
い
た
材
源
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
「
紳
女
賦
い
や
「
定
措
賦
い
に
流
れ
て
い
っ
た
「
九
歌
」
の
諸
榊
に
射
す
る

?
レ
寺
、
、

yraAlρ 

ぷ
附
似
似
し
に
も
捻
刑
さ
れ
て
、
求
女
行
の
部
分
と
な
っ
た
と
考
え
る
。



契
機
と
し
た

こ

れ

ら

諸

材

阪

の

性

格

を

略

述

す

れ

ば

、

次

の

様

な

こ

と

に

な

ろ

っ

。

が

生

れ

、

そ

れ

を

製

作

の

の
一
利
話
侍
訟
を
脱
化
し
た
一
新
な
紳
女
像
が
描
き
だ
さ
れ
た
。
郎
ち
「
九
歌
い
諸
紳
の
美
貌
、
勢

た
影
橡
と
み
ら
れ
る
が
、
コ
制
女
賦
い
の
榊
女
の
影
像
は
人
間
の
奨
の
極
限
化
に
よ
っ
て
得
ら

の
つ
山
鬼
ん
か
ら

一i
h
n
l
f
、
れ
い
4
L
Y
F

h
r
i
L
y
r
M
E
 

で
は

ーし

b
入

v

J
ノ
河
川
L

v
k
i
l
l
-
p
'
s
-

、F
、
円
、

J

仁，

U
Nハ
F州
知
川
グ
♂

¥
叶
川
サ
レ
い
こ
ト
l
h

「ノ

f
L

o
j
r
nい
J
i
-
-
d

可、

れ
た
…
糾
立
像
で
あ
っ
た
υ

民
衡
は
そ
の
榊
女
の
美
を
縦
列
し
極
め
議
す
っ
糾
女
賦
い
の
性
格
を
紋
述
的
表
現
で
牧
欽
し
て
、
人
間
の
想
念
の
中

に
社
い
ま
う
出
れ
の
釘
象
と
し
て
の
美
人
像
を
作
り
出
し
、

九
歌
い
や
ぺ
一
料
女
賦
い
の
も
つ
制
婿
悲
劇
の
性
格
を
、
情
欲
に
つ
い
て
の
人
間
の

内
一
山
劇
と
し
て

っ
定
情
賦
…
を
創
作
し
た
の
で
あ
る
。

ー
閃
情
賦
し
と
先
行
詩
賦
と
の
釘
蕗

で
に
み
た
よ
う
な
諸
材
源
に
締
ま
え
て
作
ら
れ
た
淵
明
の
叶
悶
情
賦
い
は
、
そ
の
序
文
に
「
始
め
は
蕩
が
す
に
思
慮
を
以
っ
て
し
、

五、

市
う
J

て
冬
こ
司
王
こ
市

F
0

7
i
f
-
-

マや
f
t
H
M刊の
i
b
v
れ川
p

v

と
い
う
よ
う
に
、

情
欲
に
つ
い
て
の
内
而
劇
と
し
て
移
止
す
る
。

で
は
「
関
情
賦
」
に
は
「
一
利
女
賦
」
の
様

の
兵
閥
的
出
お
は
隙
ね
ら
れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
も
い
え
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
捕
誌
は
想
念
の
う
ち
の
美
人
を
紳
女
に
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え
て
し

で
は
な
い
。
張
衡
以
下
の
山
県
裂
の
概
念
的
美
人
像
を
、
想
念
の
う
ち
の
美
人
像
と
し
て
も
ワ
ア
リ
テ
ィ
あ
ら
し
め
る
程
度
に
抑

え
ら
れ
て
い
る
リ
こ
こ
に
つ
閃
情
賦

が
張
衡
以
来
の
諸
賦
の
中
で
も
、
そ
の
尤
物
の
位
置
を
占
め
る
所
以
も
伺
わ
れ
る
。

先
行
諸
以
と
の
内
科
的
針
路
を
示
せ
ば
、
衣
の
如
く
で
あ
る
。

(
A
・
B
-
C
の
符
競
は
第
二
一
意
に
用
い
た
も
の
と
同
じ
。
長
篇
の
掲
勾
数
の
み
を
示
す
。
〉

{
①
美
人
に
針
す
る
感
航
〈

A
{
~
 
「
③
そ
の
比
類
な
さ

「
④
ソ
て
の
有
徳
で
あ
る
こ
と

B
二「
⑧
〈
へ
た
僻
い
的
表
現
も
捻
刑
さ
れ
て
い
る
)

〉

j
1〉
:
5
-
一

「③
w
m
w
U
¥
桁
彩
に

ι
~
 

「⑫

れ
る
感
慨

的
表
現
)



「
⑬
受
人
の
や
や
孔
(
桟
的
措
符

一
砂
(
…
!
紳
女
賦
)
的
)

「
⑫
タ
の
寂
ん
が
見
・
汎
誌
の
悲
調
ザ

~

叶

ナ

ハ

…

…

紳

女

賦

」

的

)

(
⑫
汎
訟
の
突
入
の
姿
」

「
⑫
そ
の
淑
美
を
喜
ぶ
が
愛
は
結
ば
れ
ず
、
思
い
保
惑
す
る
。

C
ご(
⑩
(
表
現
は
一
!
発
僻
い
的
)

「
⑧
十
の
綴
い

一一秒/
符
戸
外
術
的
川
、
(
配
属
、
藤
場
に
傑
か
み
え
て
い
る
。
も
と
は

~紗
α
「
一
筋
一
戸
外
約
保
復
路
、
悲
秋
の

E
一トムミ
t
¥

主
主

r
福山て

J3
ノ
刊
一
ア
キ

「
の
拶
に
曾
お
う
と
し
て

)九
V

一
凡
山
y

，
ふ
明

E
-⑩
例
々
一
小
山
林
、
悲
秋
の

~~ 

F
(⑩
倒
的

「
悲
問
問
問
」
の
局
流
等
〉
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さ
な
い
。

し
ず
め
る
)

⑨
j
(ゆ
と
⑨

i
⑬
の
十
の
駁
い
の
一
部
分
を
は
ず
せ
ば
、

従
っ
て
い
る
む
そ
の
構
却
を
同
じ
く
す
る
部
分
も
、

A
・
B
・
C
-
α
-
B
・
D
・
E
-
F
の
構
成
と
な
り
殆
ん
ど
強
衡
以
下
の
典
型
に

の
向
じ
有
徳
一
を
い
う
に
し
て
も
、
先
行
諸
賦
の
誼
紋
的
で
あ
る
の
に
似
ず
、

内

i
d胤門
lA司
、

f，
iJハ
レ
い
汐
h

目、、

グ
ぶ
山
川
川

J
1…
ト
t
k

ト
亡
事

殉
幽
一
例
以
宇
芥
い
な
ど

的
表
現
を
数
果
的
に
湾
か
し
こ
ん
で
い
る
所
に
新
し
い
工
夫
が
み
ら
れ
る
。
「
要
素
C
」、



に
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。

C
の

魂
須
央
市
一
九
選
J
な
ど
の
勾
は
先
行
の
諸
賦
に
も
み
え
た
表
現
だ
が
、

ど
う
な
こ
走
日
し
こ

1
R
1
1
E
1
4
一
古
書

、
i
L
V
J
1
7
I
Y
1
L
J
j

時
手
旬
ド
ド
ノ
f
i
J
合
亦
ゴ
4
s

待
風
鳥
以
致
鮮
、
恐
他
人
之
先
我
。
し
の

よ
り
数
果
的

だ
し
て
い
る
〉

E
の
悲
秋
の

は
、
先
行
諸
賦
の

の
情
絡
を
数
果
的
に

こ
火
令
〉

?ィ
1
7
J
I
U

た
る
仙
の

か
せ
る
所
な
ど
は
、
全
く
淵
明
溺
自
の
も
の
で
あ
る
心
こ
れ
ら

の
構
想
を
う
け
た
上

に
お
い
て
加
え
ら
れ

た
新
味
で
あ
る
。

の
流
し
目
は
「
山
山
沿
い
や
「
科
愁
紙
」
に
似
る
。
こ
の
部
分
の
筆
を
奔
逸

さ
せ
て
い
け
ば
ブ
川
友
拭
し
よ
う
の
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
美
人
の
具
徳
的
措
寓
を
こ
の
程
度
そ
え

⑨
j
⑩
に
つ
い
て
い
え
ば
、
美
人
の
具
鰐
的
措
寓
で
あ
り
、

は
、
か
ト
え
っ
て

以

ド
の
概
念
的
美
人
像
に
生
試
を
吹
き
こ
む
働
き
を
し
て
い
る
。
淵
問
問
は
叶
一
料
女
賦
」
的
措
潟
の
捻
用
に
よ
っ
て
、

「
閑
情
賦
」
の
想
念
の
蕊
藤

に
リ
ア
リ
テ
ィ
ケ
一
憎
い
し
乍
ら
、
内
而
劇
と
し
て
の
性
格
を
踏
み
は
ず
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

て
は
、
秋
夜
の
つ
き
ざ
る
を
怨
む
。

後
の
二
句
に
そ
の
か
な
わ
ざ
る
事
を
の
ベ
て
、

・
黛
・
股
・
影
・
燭
・
扇
・
桐
と
封
象
を
務
え
て
、
十
の
顕
い
を
か
け
て
、
搭
寂
こ
れ
を
求
め
て
の
騒
縛

と
最
初
の
二
句
に
願
い
を
歌
い
、

の
徐
芳
を
承
け
ん
も
の
を
/
悲
し
む
ら
く
は
羅
襟
の
管
に
離
れ

に
情
趣
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⑧

J
一
ゅ
の
十
の
願
い
の
部
分
は
「
願
く
ば
衣
に
あ
り
で
は
領
と
な
り
、

4摘
1長

あ
ら
し
め
て
い
る
。
以
下
、
市

反
側
の
情
を
潟
す
。
ま
さ
に

の
向
援
の

越
旨
の
匂
は
殿
可
均
の
集
佼
に
も
所
芹
と
し
て
み
え
て
い
る
が
、
こ
の
様
な
願
い
を
か
け
て
の
節
を
十
連
四
十
匂
に
わ
た
っ
て
陳
ね
、
情
念
を

す
に
思
慮
を
以
っ
て
す
」
の
部
分
で
、
全
般
の
匂
数
の
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
二
句
一

締
約
さ
せ
る
の
は
、
制
明
が
一
初
め
て
し

で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
一
層
の
な
ま
め
か
し
き
、
遊
戯
性
が
こ
の
賦
の
見
方
に
様
々
な
詳
細
慣
を
生

ん
だ
所
以
で
あ
る
。
私
は
こ
の
節
の
特
異
性
は
、
張
衡
「
四
愁
詩
い
や
繁
欽

に
照
ら
し
て
み
る
時
、
詩
的
意
一
境
が
賦
の
中
に
用
い

ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
と
思
う
。

我
所
思
今
在
太
山
、
欲
往
従
之
梁
父
難
。

側
身
東
支
沸
諮
翰
、
美
人
鰭
我
金
銭
刀
、



何
以
報
之
英
窃
張
。
路
遠
英
致
街
越
迄
、

の
如
く

し
て
い
る
。
そ
の
「
何
以
:
:
:
ん
と
い
う
句
、
法
、

は
遠
方
に
}
あ
る
拡
大
人
を
構
怒
し
、
そ
の
問
返
の
か
な
わ
ぬ
事
を
の
ベ
、
同
様
の
遠
を
回
連
陳
ね
て
、
そ
の
吐
息
を
塘

2
疋
情
賦
」
に
似
た
詩
題
を
も

ま
た
同
様
の
速
を
反
復
し
て
憂
い
の
吐
息
を
増
す
手
法
は
、

つ
い
銘
欽

に
も
援
用
さ
れ
て
い
る
。

我
山
東
門
、
道
、
遊
日
中
山
承
清
展
。

ー
ν
F
1
P
3
3
F
、
tJチャイナれヘ
J
V

へ
i
o

f
J
t
j
J
Nじ
以
門
ydhμ

ゑ
γ
伝
が
歩
ヤ
サ
パ
V

パ川

時
似
…
桑
中
初
火
、
治
此
路
側
人
。

我
般
加
討
を
、
君
亦
悦
我
顔
。

第
一
述
、

は
こ
の
後
「
何
以
致
紘
一
峨
々
、
J

利
樹
双
金
濃
い
の
援
な
二
勾
が
十
一
一
際
ね
ら
れ
、
更
に
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aょ
に
口
パ
J
7戸町
t

、
'
什
J
U
Hリ

d
l

、1
4
H
H，
o

d
y
Z立
令
市
ド
，
い
U
H
7ノ
甘
九
叶
バ
バ
μ
昨

日
肝
子
不
京
、
小
竹
風
吹
我
孫
。

夜
泣
い
枇
山
一
打
見
、

Mmは
お
一
関
初
心

j
:
:
)
n
i
i
J
i
i
 

の
綾
な
辿
が

日
中
・
日
夕

時
を
い
使
え
場
所
を
控
え
て
関
連
隊
ね
ら
れ
、
次
の
節
を
移
撃
と
し
て
い
る
c

eha
守
党
大
ル
人
、
た
山
J

，
女
位
校
肝
心

仁
・
が
U
H
山
口
じ
じ
午
ハ
ピ
ウ
」
J
3
7
1
1
i
j
q
l
l
iノ

:
:
;
、
J

i
j
L
 

4
d
J
v
対山

良
心
以
前
支
げ
γ
、

/
r
r
ー
一
，

P
1
h
h
u
r
t
j
ι
l
i

側
此
倣
附
筑

佐
伯

)列島

見

1
1
仁
7

3

三
f
j
'
V
¥
、
コ
て
ご

1
1イ
い
日

μ
弘
ト
F
U

J

十
位
ク
月
お
}
比
一
i
向
~
誌
記

別
lJ)j 
は

PJI 

や

で
用
い
ら
れ
た
反
復
表
現
の
技
巧
を

「
関
情
賦
い
に
も
ち
来
っ
て
、
そ
の
憂
い
の
吐
息
を
深
め
て
い



る
の
で
あ
る
υ

印
ち
、
こ
の

一
策
の

と
も
な
っ
た
も
の
な

の
如
き
も
の
を
加
え
れ
ば
、

の
願
い
は

0) 

の
で
あ
る
い
張
衡
勺
定
情
賦
し
の
典
型
に
沿
っ
た
諮
賦
は
、
賦
本
来
の
性
格
で

の
筏
霊
的
羅
列
を
抑
え
た
所
に
、
内
…
向
劇
と
し
て
成

立
し
て
お
り
、
こ
の
様
な
内
部
の
吐
息
を
歌
い
あ
げ
る
詩
的
滋
境
を
も
ち
来
る
こ
と
も
、
そ
の
内
耐
劇
一
の
高
調
を
助
け
る
も
の
と
な
っ
て
い

る。
大
矢
根
文
次
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
十
の
限
い
の
一
部
分
は
初
安
に
針
す
る
思
慕
で
あ
り
、
こ
の
賦
が
一
一
一
十
歳
も
秩
各
の
頃
の
一
夜
の
煩
悶
を

た
も
の
と

向
削
明
研
究
い

P
仰
)
、
が
、
秋
各
の
表
現
を
も
つ
の
は
、
「
定
情
賦
い
以
来
の

で
あ
り
、
製
作
時
に
腐
り
を
も

'7 

Jふ

た
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
υ

十
の
阪
い
に
し
て
も

と
封
比
す
る
時
、

へ
の
思
慕
を
前
提
に
し
な
く
て
も
綴
ら
れ
え
た
で
あ
ろ

う
と
忠
わ
れ
る
。

以
上
諸
材
源
と
「
，
m
附
倍
以
ん
を
針
比
さ
せ
て
み
た
結
果
、
一
脚
女
と
楚
王
と
の
交
一
沙
の
ド
ラ
マ
を
描
い
た
「
紳
女
賦
」
を
内
部
劇
に
縛
化
し
た

の
が

J
一
比
的
以
し
で
あ
り
、

そ
の
方
向
を
吏
に
お
し
進
め
て
、
人
間
の
情
欲
を
大
路
に
み
つ
め
た
の
が
「
関
情
賦
」
で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。
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